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原 著

職域における口腔保健活動と口腔関連 QOL：主観的口腔健康評価による
長期参加者と短期参加者の比較検討

藤井 由希 関根 千佳 山田 清 高田 康二 山川 悦子 内藤真理子＊

概要：職域で年に一度行われる個別対応型口腔保健活動の長期参加集団に，口腔に関連した QOL をはじめとする参加
者側からの主観的な健康評価およびそれに関係する要因について短期参加集団との比較を行い，長期参加集団の特性を調
査した．それによって口腔保健活動長期参加の主観的な口腔健康評価とそれに関連すると考えられる要因について検討した．

対象は近畿圏同一企業内健康保険組合に所属する 30―49 歳男性の長期参加者（10 年以上の参加者 284 名）と短期参加者
（0―2 回参加者 530 名）である．口腔関連 QOL は General Oral Health Assessment Index（GOHAI）を用いて評価し，他に
主観的な健康感（全身および口腔），気になること（自覚症状）の有無，歯科保健行動，口の健康管理や健康保持に対する
自信など，関連が予想される要因を保健活動時に調査した．全体および 40―49 歳群で GOHAI スコアが長期参加群で有意に
高く（全体長期群：中央値 55.0，短期群：53.5，P＜0.01），主観的口の健康感，口で気になること（自覚症状）の有無の 3
項目で，短期参加群に比較して長期参加群で良好な結果が得られ，主観的な口腔の健康評価が高い結果が得られた．口腔
保健行動では歯間清掃用具の使用，歯科医院への定期健診以外の訪院において長期群の実施率が有意に高かった．本結果
から，定期的な健診を含む職域における口腔保健活動の長期継続参加が，口の健康管理の充実を促し，受診者の主観的な
口腔健康評価を向上させる可能性が示唆された．今回は断面研究であるため，今後，経年的研究で検証していく必要がある．
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緒 言

わが国の職域における歯科健診を中心とした口腔保健
活動は法的義務がないにもかかわらず，長く続いている
ユニークな保健活動である1）．このような長期の継続は
クライアントである企業がその価値を認めることで成り
立っている．しかしながら，健診参加集団での疾病状況
の改善や歯科保健行動の改善の報告2―4）が散見される一
方，おそらくは歯科健診（保健活動）の内容や評価指標
が標準化されていないことも原因し，職域での口腔保健
活動の目的や評価が明確でないことも事実である．

職域口腔保健活動の目的は当初口腔内疾病の早期発
見・早期処置であり5），治療勧奨が主な保健指導の内容
であった．その結果，う蝕要治療者の減少など疾病状況
の改善の報告2―4）があり，事後措置を前提として一定の効

果を期待できると考えられている．これら比較的早期の
研究では疾病を評価指標とした研究が多かったが，近年，
厚生労働省施策のトータルヘルスプロモーションプラン

（THP）および健康日本 21 の影響下6），職域での健康教育
や保健指導を中心とした保健活動の報告＊1が増え，保健
行動や保健意識に焦点を置いた活動評価の試み7―9）がみ
られる．また他方では，医療保健分野でのヘルスプロモー
ションの評価方法に関する新しい提言も行われてきてい
る10）．

特に最近では“patient centerd medicine（患者中心医
療）”の視点から HRQOL（Health Related Quality of Life）
と総称される参加者の健康に関連する QOL 評価をはじ
め，参加者自身の主観的な健康を評価する指標が保健医
療分野で普及してきている11）．また，歯科保健分野でも口
腔に関連した QOL を評価するための汎用指標が紹介さ
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